
５ これからの取り組みについて【重要度】

（１）分野別の重要度ランキング
   42項目（31ページ）のうち今後重点的に取り組んでほしい取り組み（重要度）の
  回答率を、各分野毎に平均回答率を求め、ランキングに表しました。（回答率の出し
  方は31ページ）

 重要度が最も高かったのは、「子育て・福祉・保健」の16.8％、次いで「都市計画・交通・
防災」の14.3％、「原子力災害対策・復興」の11.6％となっています。

順  位 分   野 回答率

１位 （１位） Ⅲ 子育て・福祉・保健 16.8

２位 （２位） Ⅵ 都市計画・交通・防災 14.3

３位 （５位） Ⅴ 産業・観光・雇用 11.6

４位 （３位） Ⅶ 原子力災害対策・復興 10.9

５位 （４位） Ⅱ 教育・文化・スポーツ・交流 10.8

６位 （６位） Ⅳ 新エネルギー・環境 9.5

７位 （７位） Ⅰ 市民協働・人権・行政経営 5.7

Ⅱ 調査結果 ～これからの取り組みについて～
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Ⅱ 調査結果 ～これからの取り組みについて～
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経年変化

Ⅰ 市民協働・人権・行政経営

Ⅱ 教育・文化・スポーツ・交流

Ⅲ 子育て・福祉・保健

Ⅳ 新エネルギー・環境

Ⅴ 産業・観光・雇用

Ⅵ 都市計画・交通・防災

Ⅶ 原子力災害対策・復興

１位は「子育て・福祉・保健」、２位は「都市計画・交通・防災」と昨年度から順位の変動

はありませんでした。
また、「産業・観光・雇用」が昨年度の５位から３位に順位を上げ、「原子力災害対策・復
興が３位から４位に、「教育・文化・スポーツ・交流」が４位から５位に順位を下げました。
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  （２）項目別の重要度ランキング
    43項目（31ページ）の取り組みから今後重点的に取り組んでほしいものを選択（重要
   度）し、それぞれの回答率をランキングに表しました。（回答率の出し方は31ページ）

【重要度】平均11.1％

順 位 回答率

１位 － － Ⅲ-19 34.3
２位 （2位） Ⅱ-10 29.4
３位 （2位） Ⅲ-17 29.3
４位 （4位） Ⅲ-22 23.6
５位 （5位） Ⅴ-35 20.7
６位 （10位） Ⅴ-32 19.7
７位 （5位） Ⅵ-36 16.4
８位 （7位） Ⅵ-37 16.3
９位 （8位） Ⅵ-39 13.6
１０位 （11位） Ⅶ-41 12.4
１１位 （19位） Ⅴ-33 12.3
１２位 （9位） Ⅱ-11 11.9
１２位 （17位） Ⅳ-26 11.9
１４位 （14位） Ⅳ-24 11.7
１５位 （13位） Ⅶ-42 11.0
１６位 （16位） Ⅲ-18 10.9

前年度
順 位

項  目

Ⅱ 調査結果 ～これからの取り組みについて～

 
平
均
よ
り
高
い

高齢者福祉
学校教育
子育て
医療
雇用促進
産業創出
計画的なまちづくり
交通・道路
防犯・交通安全・消費者対策
健康管理
観光
青少年の健全育成
ごみ対策
新エネルギー
子ども活動支援
地域福祉

「高齢者福祉」や「学校教育」「子育て」「医療」など、市民が生活していくうえ
で必要不可欠な施策や、「雇用促進」や「産業創出」など、未来に向けた施策が上位
にきています。また、「観光」が大きく順位を上げ、「シティプロモーション」も順
位を上げています。

１６位 （16位） Ⅲ-18 10.9
１６位 （14位） Ⅶ-43 10.9
１８位 （26位） Ⅵ-38 10.8
１９位 （20位） Ⅱ-9 10.6
２０位 （18位） Ⅳ-28 10.3
２１位 － － Ⅲ-20 10.1
２２位 （22位） Ⅱ-14 9.8
２２位 （24位） Ⅴ-29 9.8
２４位 （12位） Ⅶ-40 9.3
２５位 （22位） Ⅱ-15 8.7
２５位 （25位） Ⅳ-27 8.7
２７位 （27位） Ⅲ-21 7.9
２７位 （28位） Ⅴ-31 7.9
２９位 （20位） Ⅰ-5 7.0
３０位 （29位） Ⅴ-30 6.7
３１位 （34位） Ⅱ-12 6.6
３２位 （31位） Ⅰ-1 6.4
３３位 （32位） Ⅰ-4 6.3
３４位 （40位） Ⅰ-6 5.8
３５位 （36位） Ⅱ-13 5.6
３５位 （30位） Ⅰ-8 5.6
３７位 （35位） Ⅰ-2 5.2
３８位 （37位） Ⅰ-7 5.1
３９位 （33位） Ⅳ-25 4.9
４０位 （38位） Ⅰ-3 4.3
４１位 （39位） Ⅴ-34 3.8
４２位 （40位） Ⅱ-16 3.6
４３位 （42位） Ⅲ-23 1.5

 
 
平
均
よ
り
低
い

地域福祉
風評の払しょく
防災
乳幼児教育
住環境
障がい者福祉
音楽都市こおりやま
農業
除染
スポーツ・レクリエーション
自然環境
健康づくり
ショッピング・レジャー
行政経営
地域商工業
生涯学習
市民協働
男女共同参画
シティプロモーション
歴史・文化芸術

都市交流・国際交流
生活衛生

広域行政
広聴広報
高度情報化
環境活動
ユニバーサルデザイン
６次産業化
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Ⅱ 調査結果 ～これからの取り組みについて～
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（３）分野別・項目別の重要度ランキング

  分野Ⅰ 市民協働・人権・行政経営

 重要度が最も高かったのは、「行政経営」の7.0％で、次いで「市民協働」の6.4％、
「男女共同参画」の6.3％となっています。

順位 項  目 重要度
1 行政経営 7.0
2 市民協働 6.4
3 男女共同参画 6.3
4 シティプロモーション 5.8
5 広域行政 5.6
6 広聴広報 5.2
7 高度情報化 5.1
7 ユニバーサルデザイン 4.3

  分野Ⅱ 教育・文化・スポーツ・交流

 重要度が最も高かったのは、「学校教育」の29.4％、次いで「青少年の健全育成」の
11.9％、「乳幼児教育」の10.6％となっています。

順位 項  目 重要度
1 学校教育 29.4

Ⅱ 調査結果  ～これからの取り組みについて～
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29.4 学校教育
1 学校教育 29.4
2 青少年の健全育成 11.9
3 乳幼児教育 10.6
4 音楽都市こおりやま 9.8
5 スポーツ・レクリエーション 8.7
6 生涯学習 6.6
7 歴史・文化芸術 5.6
8 都市交流・国際交流 3.6

  分野Ⅲ 子育て・福祉・保健

 重要度が最も高かったのは、「高齢者福祉」の34.3％、次いで「子育て」の29.3％、
「医療」の23.6％となっています。

順位 項  目 重要度
1 高齢者福祉 34.3
2 子育て 29.3
3 医療 23.6
4 地域福祉 10.9
5 障がい者福祉 10.1
6 健康づくり 7.9
7 生活衛生 1.5
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Ⅱ 調査結果  ～これからの取り組みについて～

  分野Ⅳ 新エネルギー・環境

 重要度が最も高かったのは、「ごみ対策」の11.9％、次いで「新エネルギー」の11.7％、
「住環境」の10.3％となっています。

順位 項  目 重要度
1 ごみ対策 11.9
2 新エネルギー 11.7
3 住環境 10.3
4 自然環境 8.7
5 環境活動 4.9

  分野Ⅴ 産業・観光・雇用

 重要度が最も高かったのは、「雇用促進」の20.7％、次いで「産業創出」の19.7％、
「観光」の12.3％となっています。

順位 項  目 重要度
1 雇用促進 20.7
2 産業創出 19.7
3 観光 12.3
4 農業 9.8
5 ショッピング・レジャー 7.9
6 地域商工業 6.7
7 ６次産業化 3.8
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7 ６次産業化 3.8

  分野Ⅵ 都市計画・交通・防災

 重要度が最も高かったのは、「計画的なまちづくり」の16.4％、次いで「交通・道路」の
16.3％、「防犯・交通安全・消費者対策」の13.6％となっています。

順位 項  目 重要度
1 計画的なまちづくり 16.4
2 交通・道路 16.3
3 防犯・交通安全・消費者対策 13.6
4 防災 10.8

  分野Ⅶ 原子力災害対策・復興

 重要度が最も高かったのは、「健康管理」の12.4％、次いで「子ども活動支援」の11.0％、
「風評の払しょく」の10.9％となっています。

順位 項  目 重要度
1 健康管理 12.4
2 子ども活動支援 11.0
3 風評の払しょく 10.9
4 除染 9.3
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≪参考≫

◆回答率の出し方
 43項目から回答者１人当たり５つ選択してもらい、選択された数の合計を回答者数で割ります。

 例えば、選択された数が389個だと

◆７分野４３項目

Ⅲ
（7項目）

子育て・福祉・
保健

Ⅳ
（5項目）

新エネルギー・
環境

(24)新エネルギー (25)環境活動 （26)ごみ対策

Ⅱ 調査結果 ～これからの取り組みについて～

  389個 / 1,133人（回答者数） 

分  野 項     目

Ⅰ
（8項目）

市民協働・
人権・行政経営

(1)市民協働 (2)広聴広報 （3)ユニバーサルデザイン

(4)男女共同参画 (5)行政経営 (6)シティプロモーション

   ＝34.3％となります。

(16)都市交流・国際交流

(17)子育て (18)地域福祉 (19)高齢者福祉

(20)障がい者福祉 （21）健康づくり (22)医療 (23)生活衛生

(7)高度情報化 (8)広域行政

Ⅱ
（8項目）

教育・文化・
スポーツ・交流

(9)乳幼児教育  (10)学校教育 (11)青少年の健全育成

(12)生涯学習 (13)歴史・文化芸術 

(14)音楽都市こおりやま (15)スポーツ・レクリエーション

Ⅶ
（4項目）

原子力災害対策・
復興

(40)除染 (41)健康管理 (42)子ども活動支援

Ⅴ
（7項目）

産業・観光・
雇用

(29)農業 (30)地域商工業 （31)ショッピング・レジャー

(32)産業創出 (33)観光 （34)６次産業化 (35)雇用促進

Ⅵ
（4項目）

都市計画・
交通・防災

(36)計画的なまちづくり (37)交通・道路 （38)防災

(39)防犯・交通安全・消費者対策

（5項目） 環境 (27)自然環境 (28)住環境 

(43)風評の払しょく
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